
 

 
 
 
 
 
 
1.概要 
イカリ型かしめデバイス製作治具を用いて、

ズ4-0のプロリーン糸とへガール持針器
イカリ型かしめ
作成を行った
組織に見立て、
性を調査し、形状やその機能の
最後にこれまで作成したデ
て使用し、医学的な有用性の評価を行った
 
2.設計の流れ
糸が固定される原理として、錨を加締めると塑性

変形するので、除荷した後も残留ひずみにより糸を
圧迫し続ける。組織や血管が伸縮して糸が引っ張ら
れてもこの圧迫により、糸の張力に抗う力が働き（こ
こでは抗張力と呼ぶ）、抜けなくなると考えられる。
設計する条件として糸のサイズと持針器

締め力)が術式により指定される。従って用いる持針
器と糸に対して、きちんと加締め切れて且つ保持力
の高い錨型金属が設計できることが求められている。
よって、錨のサイズを変化させたときに
た持針器(加締め力
変形可能か否か、
どの様に糸を保持し、抗張力にどう影響するのかの
2点について解析を行うことが有用である。
してはFEM (Finite Element Method)
もとめる。
に対する弾塑性変形の様子や糸に生じる歪みを解析
する。また、この解析の妥当性を実験値により確認
する。(2)に関しては実験において調査する。寸法の
違ういくつかの錨を用いて加締め力と除荷後の抗張
力の関係を調べる。また、今回サイズ
0.15mm~0.2mm)
定し、FEM・実験を行った。
 
3. FEM解析による変形と加締め力の評価
3.1シミュレーション手法
FEM 解析ソフトウェアにより直径

挟んだ錨(SUS316L)
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その際の加締め力をロードセルにて測定。また、錨
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大になり、そのときにフォースゲージにより得られ
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